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一九六ｈ年にチョムスキーは、言語理論の対象は、「まったく等質的な言語社会における理想上の話者・聴者」
であり、その話者・聴者（つまり母語話者）が生後狸得し、脳の中に薪えているはずの知識としての言語能力であ
るとし、その知識のことをコンピテンスと名付け、その構造の解明（つまりその文法を記述すること）こそが言語
学の目標であるとした。しかし、それに対して、現実の言語はもっと多様な位相を示しているのであって、現実の
場面において使用されている言語の実態にこそもっと目を向けるべきだとして異議申し立てをしたのが一九六○年
代後半からの「社会言語学」であった、と言うことができるであろう。
ここで見直されたのが、すでに○房・句⑪『ぬ戸の。□が一九五○年代からその存在について指摘し「ダィグロッシァ」
と名付けた、いくつかのことば北〈同体において見られる社会言語学的現象である（Ｃシ・句の『洞巨⑫Ｃ二．］①＄・
己］ｍ一・⑪⑫国白彦乏Ｃａ３国もで・旨ロー色）。胃『ぬ■⑫Ｃロによると、「ダィグロッシァ」とは、「比較的安定した言語状況
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
言
語
状
況
は
じ
め
に
Ｉ
ア
ラ
ビ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
譜
の
間
で
Ｉ
で四已団・印一のぐのゴ、
江
村
裕
文
訳
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であって、ある言語（これはその標準語や地域的な標準形式を含むのが普通なのだが）において、その言語の一次
的（諸）方言に加えて、高度に規則付けられた（しばしばそれは文法的により複雑であるが）重層的な変種が存在
するという状況であり、その変種は、前の時代や他のことば共同体でも、膨大な書かれた文学の手段であるような
変種である。この変種は、一般に公的な教育によって学習され、響く場合や、公の話の場合という目的のためにⅢ
いられる。一方、普段の会話では共同体のどこにおいても用いられない。」と定義されている。
ここで紹介する淫のぐ目⑪の論文は、「ダィグロッシァ」の具体的な実例としてチューージア、特にその首祁のチュ
ーースにおける言語変種の使い分け状況についての報告である。ただし、古典的な意味での「ダイグロッシア」が、
基本的には二つの言語変種の使い分けを指すのに対し、チューージアでは、先住民の言語変種としての地域変種（こ
れは「チュニジア・アラビア語」と呼ばれる）と、アラブ世界全体を掴う「被さり変穂」としての一種の標準変祇
（これは「古典アラビア語「｜と呼ばれる）という一．穂のアラビア語変緬が使い分けられているだけではなく、一八
八一年から一九五六年に独立するまで植民地支配を行ってきた旧宗主国フランスの一一一七凹硲であるフランス語がある状
況では使われるということにより、さらに複雑な様相を呈している。の訂くの。⑪の報告は、これらのアラビア語の二
つの変種およびフランス語という三つの変種に対するチュニジア人の言語態度とでもいうべきもの、つまりこれら
三つの言語変種の使い分けにまつわる葛藤や矛盾について触れ、チュニジアにおける「ダイグロッシア｜の諸相の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
チュニジア共和Ｎにおいてはかなりの程度民族的な川質性が兄られるのであるが、これはおそらく世界の他の
地域におけるチューージァと同じくらいのサイズの国家にはなかなか見られないことであり、また実際もっと小さな
サイズの多くの国家においても希有のことである。ここでは六二○万人と推定されている住民の九九パーセントが
イスラムを信仰しているアラブ人であり、アラビア語のチュニジア方言を母語として話している。
ｚの｝⑪。■（］やご）は、一九七○年代の終わり頃には、フランス語は人口の半数近くによって第二言語として話さ
れていた、と報告している。けれども、そのフランス語がどの礎度の熟達度であるかに閲してはよくわからない。
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またＺの辰Ｃロは、一九七○年代の終わり頃には、十五歳以しの人口のｎｏ～万万パーセントが読み苔き能力がある
と評価できると報告している（ｚＣ－⑫ＣＰＳご）。調査の際の指示一一一一口語が二言語だったので、ｚの一切・ロの評価はおそら
くフランス語と古典アラビア語両方における読み書き能力について述べているものと思われる。高等学校の最終年
度には、およそ七○パーセントの科目がフランス語で教授されるとは言え、この両一百謡は学校で教授され、指図や
指示の言語として用いられている。
古典アラビア語はアラブ世界を通じておどろくほど一様の形式を保っているのだが、これが母語として話されて
いるところはどこにもなく、公の教育で学ばれなければならないものなのである。アラブ諸国にはそれぞれ一つな
いしはそれ以上の数のアラビア語の地域変顧がある。チュニジア方言として知られているチュニジア・アラビア語
は
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
や
他
の
譜
方
言
と
か
な
り
の
程
度
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
他
の
方
言
と
同
様
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
よ
り
も
文法的には単純であり、また語彙的項目に関してもかなりの相違がある。チューージァ・アラビア語が語蕊面や文法
面でその税度に多少の迎いはあるとはいえ他のアラビア語諸方一一一一ｍと異なっているため、他の方言との間のコミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
相
手
の
万
一
厨
が
ど
れ
か
に
よ
っ
て
、
不
便
で
あ
る
と
い
う
腿
度
か
ら
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
ほ
ど
困
難
で
あ
る
と
い
チューージアにおいても、世界の他の地域と同様、ダイグロッシァとして知られている社会言語的状況がある。こ
の
ダ
イ
グ
ロ
ッ
シ
ア
と
い
う
の
は
、
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
言
語
な
い
し
は
方
言
の
使
い
分
け
の
こ
と
で
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の言語変種がある樫度決まった機能や場而のために使川される。例えばチューージァの場合には、非公式な会話や非
専門的会話がチューージア方言で行われるという傾向がある。そして専門的な会話になればなるほどフランス語の比
重が増え、場合によっては完全にフランス語にスイッチすることが要求されることもある。さらに公式の場面では、
フランス語か古典アラビア語に完全にスイッチすることが求められるが、その程度は議論のトピックや話を聞く聴
衆
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
要
素
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
一
九
五
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
し
た
が
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
化
は
少
な
く
と
も
独
立
の
ケ
ー
ン
ョ
ン
は
、
相
手
の
卜
う程度までの幅がある。
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ある。 これ
は
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
の
場
合
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
社
会
は
民
族
的
に
同
質
で
あ
り
、
実
際
上
す
べ
て
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
は
同
一
の
言
語
を
母
語
と
し
て
い
る
か
ら
、
民
族
的
対
立
と
い
う
の
は
関
係
し
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
地
域
言
語
の
専
門
的
な
発
展
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
暗
黒
時
代
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
と
き
に
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、
多
く
の
発
展
途
上
国
の
諸
言
語
と
は
異
な
り
、
す
で
に
専
門
的
・
科
学
的
・
行
政
的
・
教
育
的
な
表
現
の
媒
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
第
三
世
界
の
多
く
の
地
域
に
お
い
て
は
そ
の
地
域
固
有
の
言
語
が
高
度
に
発
展
し
た
専
門
的
・
行
政
的
機
能
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
に
お
い
て
は
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
が
そ
の
地
域
固
有
の
言
語
の
持
っ
て
い
た
以
前
の
機
能
の
い
く
つ
か
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
以
前
社
会
で
占
め
て
い
た
地
位
を
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
ために闘った人々にとっての目標の一つであったにせよ、この目標は達成されたというには程遠く、フランス語ｌ
ア
ラ
ビ
ア
語
の
二
言
譜
使
用
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
当
分
の
間
は
か
な
り
の
程
度
断
念
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
（団○日ご印．ご巴も見よ）。どうしてこういうことになってしまったのかはおいおい明らかになっていく。発展途上
国
に
と
っ
て
公
務
や
行
政
、
ま
た
教
育
等
の
目
的
の
た
め
に
、
旧
宗
主
国
の
言
語
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
ま
れ
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も、第三世界においては、民族間の対立があってその地の固有の言語のどれかを第一言語として採用するという選
択
肢
が
封
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
専
門
的
・
科
学
的
・
行
政
的
・
教
育
的
な
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
表
現
す
る
に
足
る
と
見
な
さ
れ
る
地
域
言
語
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
、
旧
宗
主
国
の
言
語
が
引
き
続
き
使
わ
れ
る
と
この論文は、チューージァで使用されている多数派の言語変種（フランス語、古典アラビア語、チューージァ・アラ
ビ
ア
語
）
に
対
す
る
態
度
に
お
け
る
矛
盾
し
た
感
情
を
説
明
し
、
言
語
政
策
に
お
け
る
矛
盾
し
た
感
情
の
影
響
を
、
特
に
ア
ラ
ブ
化
と
二
言
語
使
用
を
考
慮
し
な
が
ら
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
い
う
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
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こ
の
論
文
の
た
め
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
九
七
一
年
と
一
九
七
三
年
の
夏
の
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
言
語
使
用
の
パ
タ
ー
ン
が
疋
若
し
た
よ
う
に
観
察
さ
れ
、
教
育
の
わ
ず
か
な
が
ら
の
言
語
的
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
が
変
革
さ
れ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
知
見
は
ず
っ
と
最
近
の
研
究
（
例
え
ば
ｚの｝醜（）Ｐ］召●）や段近チューージアを訪れた人の報告などによって確かめられている。したがって、フィールド・ワー
ク
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
今
日
に
お
い
て
も
妥
当
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
研
究
の
焦
点
は
識
字
能
力
の
高
い
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
二
言
語
使
用
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
言
語
使
用
者
よ
り
も
多
数
を
占
め
、
近
代
化
の
推
進
に
傾
倒
し
、
そ
の
立
場
に
あ
る
人
口
の
部
分
を
代
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
一
年
に
私
の
妻
と
私
自
身
が
つ
く
り
あ
げ
た
親
睦
関
係
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
此
飯
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
結
婚
式
や
婚
約
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
家
庭
的
な
祝
い
の
勝
や
公
的
に
人
が
集
ま
る
場
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
で
得
た
接
触
や
交
際
の
機
会
に
よ
っ
て
、
様
々
な
場
面
に
お
け
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
二
言
語
使
川
者
同
士
の
非
公
式
的
な
会
話
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
親
睦
関
係
の
一
つ
が
最
終
的
に
専
門
も
様
々
な
約
二
○
人
以
上
の
大
学
の
学
生
た
ち
や
教
授
た
ち
と
非
公
式
的
に
集
い
、
彼
ら
を
観
察
す
る
機
会
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
別
の
友
人
は
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
結
婚
式
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
四
日
四
晩
多
く
の
出
席
者
（
そ
れ
は
二
五
人
以
下
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
結
婚
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
と
き
に
は
お
そ
ら
く
五
百
人
も
の
人
数
で
あ
っ
た
）
と
と
も
に
い
た
が
、
そ
こ
で
は
容
易
に
結
婚
式
に
参
加
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
た
ち
の
背
景
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
彼
ら
が
互
い
に
話
し
合
う
自
然
な
言
語
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゲ
ス
ト
の
中
の
お
よ
そ
十
人
く
ら
い
に
は
結
婚
式
の
あ
と
の
数
週
間
、
定
期
的
に
会
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
被
験
者
の
多
く
は
チ
ュ
ニ
ス
に
お
け
る
中
間
階
級
の
公
務
員
や
経
営
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
我
々
が
招
待
さ
れ
た
別
の
蝋
大
な
結
婚
式
で
は
、
小
学
校
や
高
等
学
校
の
教
師
た
ち
、
高
校
生
、
公
務
員
、
焦
点
と
方
法
論
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職人たち、技師たち、熟練した技術者たち、三・四人の大学生との出会いの機会が持てた。
上に述べたようなルートを通じて作り上げた接触や交際のチャンスは一般的に非公式的なものであった。ほとん
どの情報は彼らの交際行動の観察や彼らとのとりとめない会話を通じて得られたものである。このグループに公式
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
て
得
た
情
報
は
少
な
か
っ
た
。
チュニジアのエリートたちと接触するために、フランスで名簿や住所録、推薦状などを準備した。エリートたち
のうちの十五人には公式にインタヴューできたが、その内訳は、法律家、医師、外交官、大学教員、会社の重役た
その結果、一人の法律家の紹介で彼とともに公式のパーティーに参加することができたが、そこで彼のクライア
ント、友人、法律家仲間たちの約十名程度に公式のインタヴューをするという機会、さらに十名程度を非公式に観
察するチャンスが持てた。このグループも、先に述べたグループと同様、著しく教養程度が高く、世界各地に旅行
した経験を持ち、被験者としてはむしろ裕編なグループであった。
この教養程度が高く、完全に識字能力を備え、二言語を流暢に使用できるサンプルは、エリートの典型を意味し、
必ずしもチュニジアの人口全体としての典型ではない。被験者の六○パーセント以上が男性であった。公式のイン
タヴューはもっぱらフランス語で行われた。チュニジア・アラビア語は、非公式のカジュアルな会話においてとき
おり使用されたが、フランス語は、より長く会話や詳細にわたる会話における言語であった。ときにはアラビア語
の新聞や雑誌も参照したものの、調べた文普類のほとんどはフランス語で印刷されたものであった。アラビア語の
一言語話者に焦点を当てた研究をしたりもっとアラビア語文書を使用すれば、アラビア語化や二言語使用に対する
態度に関しての全く異なった知見が明らかになるのだろうけれども、そうした知見はチューージァのエリートたちを
特徴づけるものではあり得ない。
ここで提示した様々な知見は、チュニジアにおける書かれた言語行動や話された言語行動を直接、また個人的に
観察したこと、チュニジア人との非公式の会話、公式のインタヴューなどから得たものである。その言語行動があ
ち
で
あ
っ
た
。
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チュニジア人たちの、日分たちの国の『→一両譜変祁（フランス語、古典アラビア語、チューージァ・アラビア語）それ
ぞ
れ
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
、
か
な
り
の
程
度
の
葛
藤
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
葛
藤
は
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
の
腸
骨
に
特
に
明
ら
か
で
、
そ
こ
に
は
説
明
で
き
な
い
緊
張
が
見
ら
れ
る
。
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
の
後
す
ぐ
に
見
る
よ
う
に
、
全
く
同
一
の
人
物
が
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
と
抓
否
さ
れ
る
と
い
う
感
覚
を
両
方
感
じ
取
る
こ
と
が
あ
る
。
別
の
人
は
そ
ん
な
緊
張
は
感
じ
な
い
の
に
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
あ
か
ら
さ
ま
に
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
に
賛
成
し
た
り
反
対
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
緊
張
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
葛
藤
し
て
い
る
視
点
を
持
つ
個
人
は
、
そ
の
人
の
内
部
や
印
刷
物
に
お
い
て
そ
の
二
つ
の
視
点
が
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
は
言
語
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
葛
藤
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
ま
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
語
（
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
両
方
）
に
対
す
る
積
極
的
な
態
度
を
概
観
し
、
そ
の
あ
と
で
消
極
的
な
態
度
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ろ
一
定
期
間
以
上
に
わ
た
っ
て
何
回
か
観
察
の
機
会
が
あ
っ
た
よ
う
な
知
人
に
対
し
て
も
、
ま
た
そ
の
人
と
別
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
と
の
言
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
（
例
え
ば
、
街
角
や
店
の
中
や
喫
茶
店
の
中
で
）
一
回
だ
け
し
か
観
察
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
通
り
す
が
り
の
人
に
対
し
て
も
、
観
察
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
た
。
公
式
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
同
僚
か
ら
紹
介
さ
れ
た
被
験
者
と
、
右
に
述
べ
た
法
律
家
の
知
人
た
ち
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
観
察
や
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
、
収
集
し
た
情
報
は
あ
と
か
ら
分
析
す
る
た
め
に
灘
き
關
め
て
お
い
た
。
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
鍛
中
に
は
岐
低
限
の
こ
と
し
か
ノ
ー
ト
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
被
験
者
が
私
の
ノ
ー
ト
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ｎ
曲
に
話
せ
る
よ
う
に
と
い
う
た
め
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
私
の
調
査
の
別
の
局
面
の
た
め
の
資
料
を
集
め
る
た
め
に
小
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
論
文
の
中
に
提
示
し
た
知
見
に
は
直
接
関
係
し
な
い
。
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
と
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
に
対
す
る
態
度
言
語
態
度
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古典アラビア語が描きだすアラブ人同士のまとまりというのは、古典アラビア語に対する好意的な態度を決定す
るために働く主要な要因の一つである。国語として〔チュニジＺ方言を採用しようという提案はずっと拒否され
続けてきた。アラビア語の諸変種のすべてはそれぞれで一個の言語を構成すると見なされているにもかかわらず、
ただ古典アラビア語だけが、その国によって使用されている方言が異なっているアラブ諸国の間をまとめるという
可能性を持つものである。古典アラビア語を知らないものであっても、その古典アラビア語の中にアラブ世界とつ
ながるきずなを見いだすのである。
宗教もまたアラビア語に対する態度を決定するうえで重要な要素である。イスラム教徒たちは、クルァーンはア
ラビア語で啓示されたが故に模造したり翻訳したりすることはできないのだと信じている。この言語の持つ宗教的
な蔵味のために、住民の中で宗教的に熱心な一部の人々は、古典アラビア譜を維持し、また古典アラビア語をフラ
ンス語やチュニジア方言、また他の方言によって侵されないようにまもったりしようとする。
これらの態度は、間接的ではあっても、占典アラビア語の事実上の役割を批判する気をなくさせるかもしれない。
例えば言語使用と態度の研究において、○目四一一（］旨Ｃ）は、神学を専攻している学生たちが、最初は○目呂のア
ンケートに回答することに同意していたのだが、その調査が古典アラビア語の地位にとって有害であるかもしれな
いと認識した時点からは一つの項Ⅱたりとも断Ⅲとして凹答を拒否するという経験をした。
方言とは対照的に、古典アラビア語こそアラビア語として最良で現実的な形式であると考えられているのである。
構造的に完成し、豊かで美しいと感じられているのは、古典語なのである。一方方言のほうは、しばしば、未完成
な、規則もなく、文法もなく、構造的にも不完全な、醜い卑俗な変種と見なされている。これらの態度は、英語の
話者の非標準的な変種に対する態度と全く異なっているというわけではないが、根本的な相違があることを忘れて
はならない。英語を使用している国々においては、人口のうちのある部分の人々が標準英語を母語として話してい
る。これに対して、古典アラビア語は誰かの母語であるということはあり得ない。チューージァ人すべての母語であ
る言語変種は、地域方言〔であるチューージァ・アラビア語〕なのである。古典アラビア語は、それが学習されると
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す
れ
ば
、
学
校
で
学
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
人
の
教
授
た
ち
や
宗
教
的
指
導
者
た
ち
は
と
り
わ
け
方
言
に
批
判
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
彼
ら
は
、
方
言
は
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
が
な
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
学
校
で
教
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
公
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
見
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
方
言
に
対
す
る
態
度
は
実
際
は
矛
盾
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ラ
ビ
ア
語
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
方
言
と
標
準
語
と
の
間
の
述
い
に
あ
ま
り
重
点
が
置
か
れ
な
い
が
、
同
時
に
方
言
は
標
準
語
か
ら
あ
ま
り
にも逸脱としているということで批判されるのである。彼らの方言に対する批判にもかかわらず、多くのアラビア
語
研
究
者
た
ち
は
普
段
の
会
話
と
い
う
目
的
の
た
め
に
方
言
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
こうした背景を考慮すれば、一般にチューージァ人たちが外国人に対して方言を教えたがらないというのも驚くべ
きことではない。例えばある知人は、「見ろ」というときに、チューージァ方言の「『巨呂目四一臭」よりも標準語の
「．－頁ロ『：」とか「・旨国富ウ」を学んだほうが私にとって最良の方法だと考えたのである。標準的な表現ならばアラ
ブ世界のどこに行っても理解されるはずだからというのである。彼には、緊急の際に古典的な表現を使うような人
は誰もいないという認識、そして方言（ないしはフランス語）を理解しない外国人が事故にあう危険性があるとい
う認識が欠けていたのである。また別の機会には、大学の学生たちのグループが、私が方言を学ぶことに興味があ
ることに驚きを示し、私にそれがいかに無溢であるかを納得させようとし、さらに方言を学ぼうとすることを思い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
それにもかかわらず、言語使用のパターンを調べてみると、チューージァ人は、彼ら自身が考えている以上に方言
に結びついていることがわかる。例えば、チューージァ人たちが話そうとするときいつでもできるだけ選ぼうとする
のは標準語ではなく方言のほうなのである。方言は日々のやり取りのための言語であり、人々はそのやり取りを楽
しんでいるように見える。多くの人々が方言はジョークを言ったりふざけたりするための楽しみの言語であると述
べた。方言は、チューージァの社会のどのレベルであれ、そこに完全に受け入れられるためには身につけていなけれ
ばならない言語形式なのである。方言を知らないということに耐えなければならない非難と恥辱は、フランス語な
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り古典アラビア語を知らないという社会的汚名にはるかにまさってひどいものである。したがってチューージァ・ア
ラビア語はまさしく文字通りの意味でチューージァの民族性を体現する言語なのである。この言語こそがチュニジア
の自己証明を支える言語なのである。すなわち心情を吐露するための言語であり、チューージァの過去やアラブの過
去とつながる言語なのであり、国民的辿産を表現する言語なのである（国⑩ロョロＰ乞召を参照）。方言を使用した
ほうが適切であるような場面で古典アラビア語を使用するのは、ふざけたりおもしろがったりするためで威信のた
めではないのであって、実際に私は、古典アラビア語が非公式的なコンテキストでこっけいな効果をあげるために
故怠に使川されているという例をいくつも目蝋することができた。古典アラビア語を便川することがこっけいさを
意図したものではないときでさえも、日常会話での古典アラビア語はいくぶん一風変わったものだと見なされる可
能性がある。例えば、一人のアラビア人教授は、彼がパリで一緒に研究していた有名なフランス人東洋学者が純粋
に「アカデミックな」表現以外は決して使用しなかったのを奇妙なことだと思った、と私に話してくれた。
反対意見があるにもかかわらず、方言は国にとっての真に威信のある言語であることを隠されている。チュニジ
ア人たちだけが、隠された威信を、威信があるとあからさまには見なされていない言語変種に結びつけるというの
ではない。例えば目『巨局三（己三）は、英国のノリッジの男性は、彼らが本当にそれを使用する以上に社会的地
位のない形式を使用すると主張するのだが、彼らにとって威信のコノティションを持つのは社会的地位のない形式
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次にアラビア語に関する否定的な感情についてもいくらか見てみることにしよう。多くの人にとっては、アラビ
ア総ｌ特に古典アラビア総Ｉは、どういうわけかく○阯紀のコミュニヶーシ；のニーズに関して欠陥があり、
二○世紀のコミュニケーションには関与していないというのである。アラビア文学の歴史における形式を強調すれ
ば、多くのご言語使用者には技巧的でありまたはなはだしく形式的であると感じられる一つの言語だからというこ
とになる。この感情は、古典アラビア語がしばしば外国語や方言から借用することをいさぎよしとしないという事
実によるものである。新しい単語は、普通は、単語派生の規則的なパターンをすでに存在している語根に応用する
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古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
に
い
わ
ゆ
る
人
工
性
が
あ
る
た
め
、
北
ア
フ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
国
々
、
特
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
言
語
に
も
っ
と
生
命
力
を
与
え
る
た
め
に
方
言
へ
回
帰
し
よ
う
と
す
る
呼
び
か
け
が
起
こ
っ
た
。
臣
の
。
：
臼
昏
（
巳
＆
）
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
方
言
の「無尽蔵の豊かさ」を話題にし、方言の力強さにまで古典語が自分自身を引き上げ、方言の持っている豊かさに
取って変わることができない限り、古典語は現実とは切り離されたまま不毛な話題として孤血したままになる運命
こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
悶
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
い
て
、
二
○
世
紀
の
現
実
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
屈
伏
す
る
と
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
電
役
が
私
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
と
い
う
の
は
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用
し
て
い
る
と
き
に
は
、
純
粋
な
ア
ラ
ビ
ア
語
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
純
粋
性
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
語
を
使
う
と
き
に
間
違
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
恐
れ
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
は
全
く
使
用
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
日
常
生
活
に
お
い
て
新
し
い
す
べ
て
の
も
の
、
重
要
な
す
べ
て
の
も
の
は
方
言
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
表
現
で
き
る
。
そ
こ
で
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
は
死
語
だ
と
か
過
去
の
言
語
と
感
じ
る
人
も
出
て
く
る
。
け
れ
ど
も
古
典
語
は
捨
て
去
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、
ア
ラ
ブ
を
象
徴
し
て
お
り
、
チ
ラ
ー
ジ
ァ
の
自
己
証
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ある。
こ
と
で
、
ま
た
と
き
に
は
古
い
表
現
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
そ
れ
に
新
し
い
意
味
を
与
え
る
こ
と
で
、
鋳
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
単
語
が
鋳
造
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
単
語
と
い
う
の
は
そ
れ
を
実
際
に
使
用
す
る
の
が
ほ
ん
の
少
数
の
人
々
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
単
語
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
こ
の
人
工
的
な
操
作
性
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
正
書
法
が
短
母
音
や
格
語
尾
、
他
の
文
法
的
に
関
連
が
あ
る
情
報
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
は
、
古
典
語
が
学
ん
だ
り
読
ん
だ
り
す
る
の
に
難
し
い
と
い
う
気
持
ち
に
結
び
つ
く
。
垣
自
ｏ
ｍ
Ｃ
ｐ
（
屋
ｓ
）
は
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
を
正
し
く
読
め
る
か
ど
う
か
テ
ス
ト
し
て
み
れ
ば
、
その成紬は全く低いであろうと示唆している。ほとんどのアラブ人にとって標準語というのは、一一一一口ったり正しく大
き
な
声
を
出
し
て
朗
訓
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
黙
読
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
身
に
つ
い
て
い
る
は
ず
の
も
の
だ
か
ら
で
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一つの言語だけが神聖であるべきではない。クルァーンの言語だけが手をつけてはいけないということであって
はならない。我々はこの言語を変形したり改革したりすべきだ。存在するのは神聖な言語、礼拝用の言語と生きた
言語、生命の言語である。死んだアラビア語もあれば生きているアラビア語もある。我々は東洋学者たちを喜ばせ
てきた偽りのアラビア語を、バラ水の文学を払拭しなければならない。私はアラビア語を愛している。これこそ私
の母語なのである。これこそが私がアラビア語についてかくも情熱的に語る所以なのである。（＆眉冒の》ごｓ七・曙）
アラビア語の文学伝統に形を与えるという重要性の故に、またアラビア語のダィグロッシァの特質をまもって普
通は方言では書かないという事実の故に、アルジェリアの肢もよく知られた作家の一人、【９８『口、旨のはアラビ
ア語で執筆するのではなくむしろフランス語で執筆している。彼はどうしてそうするのかということを説明して、
方言に味方し古典語に敵対するという内容のことを述べている。彼は以下のように言っている。
にあると警告している。よく似た脈絡で、アルジェリアの教育大臣は、アルジェリアにおけるフランスの植民地支
配下の長い期間を通じて、アラビア語を生きた言語として保ち続けることによって古典語に生き残ることを許した
のは方言に他ならないと述べている（国四一国己。）。チューージァの教育大臣もまた、学校での文章語と家庭での話
しことばとを組み合わせることによって、その二つの言語の間のギャップを埋めるべきだと主張している（シ百『』．
］・「』）○
古典アラビア語には欠陥があると感じられる様々な要因が存在する結果、フランス語が実用的に必要とされるよ
うになった。チュニジアで教育を受けるということはフランス語話者になるということである。そこで、フランス
語を身につけていることでフランス語自体に威信が備わることになった。つまり、フランス語を身につけていない
ということは社会的地位の喪失につながるわけである（由○巨『三⑫》＄巴）。女性たちはフランス語の威信を認め、彼
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
す
る
態
度
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女たちの近代的な社会的地位を主張するために、フランス語を公に使用するようになる。『已烏一一一（一迫三）は、ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ノ
リ
ッ
ジ
、
〔
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
沖
合
の
烏
〕
マ
ー
サ
ズ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
ー
ド
、
デ
ト
ロ
イ
ト
等
で
の
よ
く
似
た
現
象
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
威
信
は
し
ば
し
ば
権
力
の
表
現
、
権
威
の
主
張
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
す
る
執
勧
な
要
求
や
注
文
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
対
す
る
も
の
に
比
べ
て
も
っ
と
索
早
く
、
も
っ
と
よ
く
追
従
を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
持
っ
て
い
る
権
威
あ
る
コ
ノ
テ
イ
シ
ョ
ン
の
故
に
、
こ
の
言
語
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
に
状
況
に
応
じ
た
社
会
的
距
離
を
保
つ
と
い
う
こ
と
を
許
す
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
こ
のフランス語使用は①８言Ｃロ（］君ｓによって報告されているアフリカでの英語使用の威信や権威によく似ている。
フ
ラ
ン
ス
語
は
植
民
地
支
配
と
い
う
経
験
に
よ
っ
て
、
こ
の
言
語
と
結
び
つ
い
た
ス
テ
ィ
グ
マ
の
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
い
く
ら
かを失ってしまった（三目目。Ｅ『一』④ｓ）。おそらくチューージァ人の大多数はフランス語の実用的な必要性をいくら
か
は
認
め
て
お
り
、
多
く
の
人
は
フ
ラ
ン
ス
語
は
道
具
と
し
て
の
み
役
立
た
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
完
全
に
は
学
ば
れ
る
必
要
が
な
く
、
実
際
フ
ラ
ン
ス
語
を
す
ば
ら
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
で
発
話
す
れ
ば
嫌
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
習
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
科
学
的
な
議
論
の
際
に
便
川
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
憤
り
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
社
会
地
位
を
主
張
す
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
、
過
剰
に
使
用
すること、不適当な状況で使用すること等に対する憤りが明らかに存在する（、旨く①口如．ごｇ）。
言
語
態
度
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
言
語
使
用
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
話
し
こ
と
ば
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
話
さ
れ
て
い
る
脈
絡
に
お
い
て
は
、
二
言
語
使
用
者
た
ち
の
間
の
言
語
に
対
す
る
優
先
順
位
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ａ
で
き
る
限
り
広
い
状
況
で
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
語
ｂ
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
が
不
可
能
な
場
合
、
特
に
技
術
的
な
脈
絡
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
そして最後に、
ｃ
他
の
選
択
が
不
可
能
で
、
別
の
国
か
ら
来
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
知
ら
な
い
ア
ラ
ブ
人
と
話
す
場
合
の
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
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しかしながら、書かれた脈絡での言語使用が問題になる場合には、優先順位はほとんど逆になる。すべての実用
的な目的のためのフランス語は、二言語使用者にとっては文語なのである。一般的に、文語アラビア語はアラビア
語しかわからない一言語話者に何か書くときや、内務省内部においてあるいは商業上や産業上の標識として要求さ
れたときのような、やむを得ないときにおいてのみ見いだされる。選択が可能ならば、フランス語が好まれる。し
ばしばアラビア語は印刷物においてのみ見いだされる。事務所内部の連絡用通信としては、それは手書きであった
りタイプされたものであったりするにせよ、フランス語がほとんどである。二言譜で印刷された普式や普類に響き
込むのに、手書きのフランス語だけしか使われないという傾向が強い。それに対して書きことばとしてのチュニジ
ア・アラビア語は、大体は、充分には読み書きができない人々とのコミュニケーションに限定されていて、周辺的
としか言いようがない。これは、話しことばによるコミュニケーションにどの言語変種を好んで使うかという言語
趣向に見られる鮮やかな対照を示している。
このアラビア語を使用している国家において演じられているフランス語の広範囲な役割は、個人的なレベルでは
それほどではないにしろ、少なくとも社会的なレベルではフランス語に対する矛盾した感情を導き出す。フランス
語に対する積極的な価値は、近代化に関わる問題である。つまり、技術的な問題や物質的な問題に対する解答への
接近方法のみならず、手段としての目的であり、手段としての必要性なのである。これに対して、古典アラビア語
とチューージア・アラビア語の二つの形式両方に結びついている積極的な価値は、チュニジアの自己証明に関わると
いう傾向がもっと強い（。呂日目》乙呂およびの（のぐのゴ⑬』冨○を参照）。
北アフリカにおける言語政策の可能なタイプには三つある。
ａフランス語化。あるいは終極的にはすべての公的・準公的な資格・権限においてアラビア語の代わりにフラ
言語政策における矛盾した感情
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独立後の四半枇紀というもの、チューージァはアラブ化されてきてはいないし、おそらく近い将来そうなることも
ないであろう。アラビア語化が実行されなかったという獅突は、それに対する関心が欠けていたということに起因
するのではない。実際、アラビア語化に対する関心は、チュニスに建てられ、中仙を通じてイスラーム研究の中心
として名声を博しているズィトゥーナ・モスク大学に所属する一群の人々の間で高くなった。『し⑦一・局（ごｓ）は、
一九五六年のチュニジア独立のときに、これらの人々が脅威的な外同の権力の影響を終わらせる一」とを望み、チュ
ニスの大モスクがチューージァの文化的中心となることを期待して、国家がアラブーイスラーム的性格であるべきこ
とを要求し主張していた、と報告している。彼らの目指すところは二言譜使川街であり一一文化者である中間階級に
挫折させられたが、それは、彼らにとって独立は、接近することが可能であった西洋的思想や西洋言語を放棄する
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ｃ
二
筒
語
使
川
。
両
方
の
言
語
の
使
い
分
け
。
この三つの方法の鮫初のもの、フランス語化についてはここでは理論的な可能性としてしか言及していない。実
際
問
題
と
し
て
、
ｆ
式
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
選
択
し
て
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
存在証明に対する完全なる挑戦であって、ほとんど想像もつかないことになる。そこで、実際上フランス語化しな
いとなれば、それに代わるものはアラビア語化か一一言語使川かという選択になる。この二つを順番に取り上げてい
くならば、一一一｜Ⅱ譜態度ということについて検討したときに問題になった矛盾した感情が、言語政策の実行と言語政策
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
公
的
な
認
識
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
ｂ
一
そして、
ン
ス
語
に
満
き
換
え
る
こ
と
ア
ラ
ビ
ア
語
化
に
対
す
る
態
度
ア
ラ
ビ
ア
語
化
。
す
べ
て
の
そ
の
よ
う
な
脈
絡
で
、
な
ん
ら
か
の
形
式
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
一
変
種
を
専
川
に
す
る
こ
と
。
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アラビア語化の目標には、それらを過去に採用した人にとっても、今日でも採用し続ける人にとっても、さまざ
まな矛盾した目標やときには対立した目標が含まれている。すべてのアラビア語化の提案者たちは、アラビア語の
役割とチニーージアのアラブ的性格を、また彼らの古典語を尊軍する気持ち、そしてその古典語によって象徴される
より広い民族的な統一体を、再び主張するという共同の希望を持っているらしい。しかしながら、アラビア語化の
提案者たちの間に、アラブ化の究極の理由に関して意見の相違があったし今もそれはある。一方では、国ロョＢＣＥ
（］召の）が「伝統主義者たち」と呼んだグループは、アラブ化されたチュニジアに究極的な宗教的目的を求めた。
このグループはアラビア語の宗教的な意義に焦点を当てているが、その意義とは、アラビア語は勝手にいじくって
はならないし何かを付け加えてはならない言語であり、そしてその宗教的な亜要性の故に、その本来備わっている
価値が問題にされることもないし異議を唱えられることもない言語であるということである。伝統主義者たちは、
チュニジア・アラビア語を神聖な言語の堕落だと考えているために、この言語のことを危険なものと見なしている。
この根本主義者たちのグループの間の社会的な進展は、多かれ少なかれイスラームの価値への回帰と同一視されて
他方では、アラビア語化を主張する非宗教的なグループ（西四日目・巳は彼らを－１ナショナリストたち」と呼んで
いる）が、もっとアラビア語の文化的、政治的また他の非宗教的な価値を強調している。この非宗教的なグループ
は、他のことはさておき、標準語を近代化し、（いつもではないにしても）チュニジア方言を立派な話しことば川
の形式として認めるべきだということを希望しているように思われる。
北アフリカを通じて、アラビア語化を徐々に押し進めたほうがいいのか、すぐにアラビア語化したほうがいいの
かという問題が、どこの国でも独立以後の数年間というもの、大変な議論の的になっていた。チューージァは一九五
八年の教育改革に際して、徐々にというほうを選んだ。教育改革はアラビア語化にとってあまりにも璽大な問題で
あると感じられたので、教師たちや公務員たちに、保護領下の間は無視されてきた標準アラビア語という一つの言
語を使用することを強いることができなかったということから、素早く急進的ではあり得なかった。その上、数少
いる。
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1４３ ない完全にアラブ化した高等学校での実験は、一一言語使用のほうが好まれるという理由から、結局は見送られた。
今日までのチュニジアの教育は一一言語で行われているままである。そこでのフランス語の占める割合はしだいに増
加し、一一年生（六歳）での約四○パーセントから中学校の終わり頃には七○パーセントまでになり、大学ではもっ
と多くなる。フランス語で教えられる科目には自然科学、数学、社会科学等がある。今日、アラビア語化に関する
議論も新聞その他において続いている。
徐々にアラビア語化を進めようとする選択も、中央官庁のためのものである。アラビア語には専門用語が欠けて
いるということを考慮すると、フランス語が、特に専門的な部門でずっと不可欠であり続けるであろう。
内務省での言語慣例はいささか異なった事例である。というのは、これは大変早くアラブ化されたからである。
ほとんどすべての記録（たった一つの例外は国籍カードである）はアラビア語で保存されており、フランス語から
翻訳された文書の場合も、アラビア語で書かれたほうが公的となっている。独立以前は、内閣のスタッフはほとん
ど完全にフランス人が占めていた。彼らがいなくなるにつれて、その空席は伝統的な（アラブの）教育システムを
修了した人材によって埋められていった（団の。Ｆの〔畠山》＄ｓ）。とは言え、独立してすぐの期間はアラビア語を便
川することを奨励することが必要であったしときには強制せざるを得ないことすらあった。最初の内務大臣は、ア
ラビア語で書かれていないいかなる文書にもサインすることを拒絶した。職員たちが、自分たちはアラビア語がよ
く譜けないとこぼすことがあったが、そんなときにも彼は、私はお前たちに文学を期待してはいないし、方言を使っ
たって一向に構わないと言ったという。
アラビア語化に批判的な人たちは、アラビア語は科学的な概念や専門的な概念を表現するのに適当な手段ではな
いし、そうしようとしても無理であると主張する。この主張はまったく当たらない。そもそも、八世紀から十五世
紀にかけて、アヴィケンナやイブン・ハルドゥーン、アヴェロェス、その他多くのアラブの科学者たちや思想家た
ちは、代数学、算術、天文学といった分野で多大なる貢献をし、錬金術、化学、医学、物理学、光学、地理学、社
会学といった様々な分野で名をなしているのである。それにもかかわらずアラビア語化は不可能であるという態度
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をとるというのは、アラビア語化がずっと延ばし延ばしになっていることに対する責任の一部はある。チュニジア
人の医師には、医療上の指示や処方菱、規定食などはフランス語で書くという習慣があったし、今もある。医療行
為を実行するのにアラビア語を使用するというのは不可能であると広く信じられていたし、今も信じられている。
しかしながら、一人の医師が私に語ってくれたところによると、自分の患者の多くのリビア人たちがアラビア語を
使用することを要求したとのことである。その医師はフランス語で治療する訓練を受けていたので、彼らの要求に
応えることに岐初の頃は困難を感じたという。それ以来この医師はアラビア語で処方韮を緋くことに憤れ、今では
彼のチューージァ人の患者たちに対しては常にフランス語かアラビア語かを選択することができるようにしていると
いう。この医師の意見によれば、アラビア語では医療行為が行えないというのは「ナンセンス」だということだ。
今でもまだアラビア語化に対する重大な言語的な障害が存在しているということを認識しておかなければならな
い。ここ何年かにわたってアラブ各国で、個人や機関が個別にまた共同で作業をして、専門的な語蘂の鋳造が始め
られた。その結果今日ではいくつかの矛盾した術語集ができている。のロ一一凋冨［（】①。』も・程）は、標準化がなさ
れないままになっていることは、情報交換における理解が正確かどうかよくわからなくなることで、特に「社会科
学の専門用語はあまりにも不正確なので（アラビア語に）翻訳することはほとんど意味がない」と主張している。
○四一一滑冨『は自分の事例をおおげさに一一一一口っているのであろう。その社会科学なのであるが、サウジアラビアのリ
ャド大学では授業用の言語としてアラビア語が使用されるようになってきており、実際、チュニス大学ではフラン
ス語で教授されているようないくつかの分野においても授業の言語はアラビア語なのである。それにもかかわらず、
サウジアラビアにおいてでさえも自然科学、薬学、医学、歯学等の学科ではまだアラブ化されていない。
言語的な問題それ自体以外に、チューージアやアルジェリア、モロッコにおけるアラブ化論者たちが直面している
最も困難な課題の一つは、教師たちをアラビア語で教えることができるように訓練することである。この三つの国
のすべてでは独立してすぐの数年間、特に中学校および技術教育の現場ではフランスからくる教師たちにしっかり
と頼らざるを得なかった。アラビア語を話せる教師が少ないという現実にぶつかって、これら三つの国のすべては
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ひ
と
つ
に
は
ア
ラ
ブ
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
書
く
場
合
に
お
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
語
と非常に限られた範囲での古典アラビア語、および話す場合における、（特に科学的および専門的領域での）フラ
ン
ス
語
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
う
二
言
譜
使
用
の
政
策
に
し
た
が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
言
語
使
用
は
も
っ
ぱ
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
化
の
失
敗
と
し
て
し
か
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
っ
た
く
反
対
に
、
多
く
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
た
ち
は
、
二
言
語
使
用
を、横極的な価値を自分たちにもたらすという理由で、績極的な観点で見ている。この観苫がら見ている人々にとっ
て
は
、
二
言
語
使
用
は
、
文
化
的
、
技
術
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
開
放
の
し
る
し
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
に
二
つ
の
世
界
の
岐
高
の
も
の
を
満
喫
す
る
こ
と
を
許
し
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
社
会
全
体
の
レ
ベ
ル
で
も
、
ア
ラ
ブ
世
界
と
西
洋
世
界
と
を
つ
な
ぐ
か
け
橋
し
の
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
光
り
の
な
か
に
二
言
語
使
用
を
見
る
人
は
、
二
つ
の
言
語
が
互
い
に
張
り
合
う
よ
り
も
む
し
ろ
合
い
補
う
ほ
う
が望ましいと感じている。国：Ｃ（）巨呂の（ら。）にとっては二つの言語が存在することは、イデオロギー的「開放」、
つ
ま
り
、
ア
ラ
ブ
ー
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
か
ら
の
思
想
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
の
思
想
に
も
接
近
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
国家としての「自己証明」が必要であるということによって押しつけられたことである。もちろん、チューージァで
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
故
二
言
語
使
用
に
関
す
る
い
か
な
る
政
策
に
も
反
感を持ち、アラブ化された国家を見たがっているという人もいる。このグループの人々についてはすでに言及した。
二
言
語
使
用
に
対
し
て
反
対
す
る
人
た
ち
と
支
持
す
る
人
た
ち
と
の
間
に
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
矛
盾
し
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
中
間
層
が
あ
る
。
こ
こ
で
彼
ら
を
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
別
し
て
お
い
た
ほ
う
が
便
利
で
あ
る
。
岐
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
少
な
く
と
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
モ
ロ
ッ
コ
で
は
チ
ョ
ー
ジ
ァ
に
お
け
る
よ
り
も
も
っ
と
）
西
側
の
地
中
海
沿
岸
か
ら
い
ろ
ん
な
機
会
を
と
ら
え
て
は教員を補充していた。しかしながら、言語上の困難はときには教師たちの有効性に限界を与えることもあった。
と
い
う
の
は
、
教
師
た
ち
と
生
徒
た
ち
が
同
じ
名
前
が
つ
い
て
い
る
言
語
を
使
っ
て
話
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
い
つ
も
お
互
い
に
理
解
し
あ
え
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
言
語
使
用
に
対
す
る
態
度
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も
当
面
の
と
こ
ろ
は
、
国
家
の
ア
ラ
ブ
化
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
た
め
に
二
言
語
使
用
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る人々が入る。彼らは、二言語使用はアラビア語化かフランス語化かのこ者選択よりもあり得る一種の必要悪であ
り
、
こ
れ
を
避
け
て
通
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
二
言
語
使
用
に
何
ら
か
の
積
極
的
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
が
た
い
二
つ
の
両
極
端
の
間
の
受
け
入
れ
う
る
中
間
策
と
し
て
二
言
語
使
用
を
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
私
が
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
た
人
は
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
が
よ
く
話
せ
る
し
よ
く
書
け
る
と
主
張
し
、
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
う
こ
と
が
好
ま
し
い
と
言
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
彼
が
好
む
と
言
っ
た
書
繍
、
映
画
、
雑
誌
新
聞
、
文
学
等
の
種
類
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
別
の
女
性
は
、
彼
女
の
専
門
分
野
（
自
然
科
学
）
に
つ
い
て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
議
論
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
だ
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
科
学
術
語
に
あ
ま
り
精
通
し
て
い
な
い
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
ん
な
種
類
の
態
度
を
と
る
人
々
は
二
言
語
使
用
を
段
階
的
な
ア
ラ
ビ
ア
語
化
へ
の
一
段
階
と
し
て
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
二
言
語
使
用
に
対
し
て
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
矛
盾
し
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
人
々
に
は
、
今
ま
で
述
べ
た
の
と
は
異
な
っ
た
理
由
で
そ
う
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
彼
ら
は
、
基
本
的
に
は
二
言
語
使
用
に
積
極
的
な
価
値
を
認
め
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
、
今
日
二
言
語
使
用
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
代
わ
り
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
役
割
に
過
度
の
期
待
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
公
的
な
ま
た
準
公
的
な
脈
絡
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
置
き
換
え
る
と
い
う
慎
重
な
企
て
を
認
め
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
化
の
政
策
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
ア
ラ
ブ
の
国
家
と
し
て
の
自
己
証
明
の
放
棄
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
と
言
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
の
国
民
生
活
に
お
い
て
卓
越
し
た
独
占
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
脈
絡
が
調
査
さ
れ
る
な
ら
ば
、
事
実
上
国
家
の
フ
ラ
ン
ス
語
化
は
、
あ
る
意
味
で
は
現
実
か
ら
ほ
ど
遠
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
危
険
性
、
近
代
化
と
い
う
名
前
の
も
と
で
行
わ
れ
た
、
こ
の
ア
ラ
ブ
の
自
己
証
明
に
対
す
る
脅
威
が
矛
盾
し
た
感
情
や
関
心
の
源
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
別
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
二
言
語
使
用
そ
れ
自
体
に
反
対
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
質
の
点
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
反
対
し
て
い
る
の
は
、
量
の
点
か
ら
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
二
言
語
使
用
に
付
随
す
る
有
利
な
点
と
と
も
に
危
険
性
に
も
気
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
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ここで議論した言語使用のパターンや言語態度は、決してチューージァ独特のものではなく、一般的な亟要性を持っ
ている。例えば、権威を行使するためあるいは社会的な距離を保つために威信のある言語を使用するとか、女性が
その地位を主張するために威信のある言語を使用するということは、どこかほかのところでも類似したことが観察
され得ることである。また、話しことばの変穂の一つに結びつけて考えられる隠された威信が、しばしば社会にお
ける言語の階層の中では低いと感じられるということも、我々に他の場所での類似した現象を思い起こさせる。
チューージァの言語状況の諸相の中でさらに研究が必要なのは、チュニジアにおいてはその固有の言語が技術的ま
た文化的に進歩した文明の、歴史的に偉大な言語の一つであったにもかかわらず以前の植民地支配の言語が維持さ
れ続けてきたのであるが、何がこの言語をしてある程度維持するように仕向けたのかというその要因についてであ
る。インドは相当例としてふさわしくないかもしれないが、そこで英語が維持されたのは、主としてチュニジアに
は
相
当
す
る
も
の
が
な
い
よ
う
な
民
族
的
な
相
互
対
立
が
原
因
で
あ
る
。
過去においては、チューージァとフランスとの文化的、政治的結びつき、それから両国ともチュニジアの場合と類
似した植民地支配の経験を持っているアルジェリアやモロッコとの文化的、政治的結びつきというのは、東方の他
のアラブ諸国との結びつきよりもおそらくずっと強かった。しかしながら、一九七九年以来新しい重荷がチュニジ
アに加わった。その年にアラブ連合の本部がカイロからチュニスに移されたのである。これがチュニジア内部の言
語使用のパターンにどのような影響を与えたかは、将来研究すべき課題である。フランス語を話すモロッコ人やア
ルジェリア人のようではない人々、つまりフランス語を話さないチュニジア人ではないアラブ人が首都に住むとい
うことになったときに、果してチューージァ人たちは、今までよりももっと広い範囲の状況で何らかの古典アラビア
（の（のく目印』むぎを参照）。
結
論
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語の形式を使用することに慣れるようにならないといけないのだろうか。もしそうならば、アラビア語化は以前よ
りも実行可能に見えはじめ、結果としてアラブ化を促進する刺激になるのではないだろうか。
アラビア語化あるいは二言語使用について積極的な気持ちや消極的な気持ちを強く持っているエリートたちの間
に見られるサブ・グループの社会的な性格や政治的な性格を確定するためには、もっとなされなければならないこ
とがある。例をあげれば、ほかのところでもあることだが、チュニジア人たちの隠された態度をもっと正確に確定
するために、言語態度のマッチ・ガイズテストはチューージァにおいて実りが多いことがわかるはずである
（国。巨『三⑭．ご巴を見よ）。私が知る限りでは、マッチ・ガイズテストの手法はチュニジアでは適用されたことがな
他の状況への一般的な関わりがあるのではないかと研究してみる必要がある領域は、言語の純粋論と言語の衰退
論との間の関係論である。古典アラビア語の場合は、他のいかなる言語の場合よりも、正しさや文体論的なしきた
りの固守がもっと重要である。言い換えれば、形式のほうが内容よりも重要であるということである。そこで、間
違いを犯さないかという恐れから、古典アラビア語を使用するのに気が進まないということになる。その程度は、
もっとちゃんとフランス語を勉強する必要があるといってフランス語を使用しようとする動機の一部がこれである
と
い
う
ほ
ど
で
あ
る
。
い
◎ 
〈
文
献
〉
シ『四コ。○．（こ『］）閂｜⑦の【『〕のＣの⑪⑪昌月○国（一回已一の『｝こａＱＣ巨のＣ曰のロ一一のい一コの｛す。□扇己かＱ山宛。、）Ｃ■の②四口〆の〆一晩ＣｐＤの⑭Ｑの』四『一の
８．－Ｃ日ロ○国一コのト白専園ざ（『巨己い）．ｇ］巳］・
ｍＨＣＣｃＣ。①。『．（』召］）アラ冨罰『こす三座｜‐一日一三ｍ＆一望『画一‐冒狛す四三一『］■「亘一一』ミヨ卯．（シ『ロワー⑩四一一Ｃ二座。。宮一日狛巨昌一印ヨヨ目ごゴー⑪茜）．
』（ト厨冒曾旨耳（シ一四⑦『⑫）』》ｍ‐］ｍ・
囚一日・勺．（巳司）Ｆのヨヨ－ぬ（『の二の一・巴巨ｃ昌○コの・のロロ『の己、ニメ酉『昌一殿貝⑩ヨ（眉『目×・卜⑩ご目烏巨貝国旨§ご夢□の。》路‐＠・
団員の②。。》三・○（］②ヨ）』冒冒ト目四負彊閣冒８８番・乏囚唾三息【○．釦Ｃのゴー『の｛・『シ己ロー巴巨ゴ的昌⑪二、酸・
国の。、冒房戸］１両。（］召四）Ｆのい『巴晩・ロの二・冒一印○一のョの。←ト⑩曼・菖烏】』Ｃの。。
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訳
者
後
書
き
本稿は一〕。■『目｝Ｃ帛三已三一息５一目二三［’一二目冒『凹一□のぐＣ一・ロョの一二」誌のくＣ一・一ｚＣ函鮮勇］・忠に発表された屯・国．
、［のぐ⑦づめ氏の論文「ショヶーぐ窪一の二８三・（｜の『三②回二○国：〔一Ｆ目頃】眉のシ三白□の鷺司『の。Ｓ・己少『：『、ご弓日）一⑫ご」を訳したも
のである。でロ［】一口・のぢぐのこめは、この論文発表当時、カイロのシ『この『一日ごロヨぐ。『碗旨（で・○国・×蹟Ｐ○巴『Ｐシ『：丙名巨ｇｏ
。「向日ロ）の英語学研究所助教授であった。
本文中の「アラビア語化一は「シ「：恩一一Ｃ。」、「アラブ化」は「シ『：一⑫の」の訳語である。歴史的・文化的に伝統回帰を目
指す立場からは「アラブ化」が目標とされ、その手段として「アラビア語化」が位置づけられている、というふうに読み取れ
ばいいのではないだろうか。それに対して「フランス語化‐｜は近代化を目標とする立場での手段ということになる。ここで砿
国の］］一しの亘一『窪壱二・（ご①『）已巨一一こいｇ－Ｃ。『の鋲つの、一】くらｃｃ『色『笙丘の①（（】こ「『四コや皇の（一臼】⑫。この一色この的窪。【「二三⑫（『色二ｓ】鞭一臣ゴー如一のロ『｝の⑫・詞⑮ご種⑩
弓寅言房肴再再⑤ａ⑩②向島量の屡叱Ｃ句冒昏駒会ヨーヨ・
国○二『｝】一⑫》戸ぺ，（ｓ②■）ＦＢ】狛巨世狛の己○一一（一。⑫聾口」一四二漏巨邑狛の貰芭一二二○⑰農Ｌの。］Ｃゴーの。ｃ一回句『“。。。己豈○コ一。』二向．■，宛巨座コヰョロ四・の一一○⑰
（Ｃｓ⑪．）》エミ冒旦の②ごミロミトロ斡頭冨色昶何｝、貝冒（ご）一兆②◎（弔冒一員彗旦」、頁旨＆Ｃ邑討量的ＰＣ。□Ｃコーショ。『二・
司一②一】『口目』・少。（ご目）ト目館冒鴇§且之員】Ｓ旨』房冒・幻ｃ二一の］・言Ｐ患・“ｚのニワロ『邑帛【Ｃ巨鋲の．
。ｐ一一ｍ値ゴ四『・○・句．（ごｍ←）三○『｛すシ「『一同聾。こ『○一）｜のヨ②窪。。。『。⑫己Ｃｎ－⑫・勺ロ『【皀坤『し■ぬ【】口胸のロコニ三の宮【一二・』［■鐸②記⑮、。莨乾・」く・蔓呑
吊一（戴司口勿ｓ一○餡》一Ｐ、四－一つ」・
宝四三日○三・の．（一召の）Ｅ煙『色冨⑪■二○貝已『Ｃケ｜かョのこの○一○狛一。｛】①。巧§鳥『窪蓮房蜀討烏§わ。（§８②ｍｏｎ旨一場『扇」ヨー悼忌・
ＦＤ一○】］媚》二・（一息『）Ｆの『のＥ『、一⑫⑫のョの。【号］陸目一一こ『のコロニ。】】』｜の目『Ｅ】】の一・浬苫ミヘミ高烏』塵」》ご鳥目」ご○己・Ｐ画一「鷺・
筥息三○巨１．三・（一やｓ）口（の『津ミヨ『旨］一⑫旨・ミロ召『８口胃震」目・’三四『ｏ戸巴－ゴロ・
Ｚの一醜◎ロ．（＄『や）ロベミ房ヨロ』」Ｑ）罠ミｑ“盲（』声ごく陣⑫三二頭一○．晒己・の．ｃｃぐの『ゴヨの二（で『ヨ（ご鵡○『［一向の．
。□宮蝕戸四・（こ『ＳＦ窪一凶。困巨のこののか一こ。－塑口胡」ご宛．『当山三目ｏ巳・劃・幻一四一］一口】三国・○臣二回一一（⑦（一⑩．）・の量ミミ⑩勿巨塗ご胃房巨潭亘へ冒峪罠冴ミＱ
Ｑヨ曽筥詞冴景弓（］ロ厨汕、のロ芹『の已司〔巨二のいの（この幻Ｃ○すの『○コのの同。。。○ゴー。この⑫。【⑫（）ｎ国一のい・
⑭８言・貝０．三・（』弓②）の｛『員。頻一の胡＆。①ロー『ロ三胃Ｆ自泊巨緒の。｝〕Ｃ一い●ヨ戸】。、の『宮ヨ勿曰白壁〔一○コ②・缶員嘱員彊留め］②「一一・
ｍ｛の『のロ⑩・勺．（】しぎ）三○二の『ご一切己四コ二ｍこ－コのロ（－９一望場『ｏ『一の。－の。ご’四．賄巨口狛の萬【『一口・の⑫》ヨゴＤＣ□いの。｛『二．国ロ．、ざ（へ詠員ご封切
（国。】の⑪Ｃｌ②）・』Ｐ】『１ｍや・
弓『一】Ｑ、一二・勺．（一℃『』）いＣａ。』賞冒冴（』へ賜咋」斡冒。ご冒冒○弓・エ貰曰◎且ゅ三○『【ず如宅目四］ヨ・
『月冒Ｃ》【．（ろｓ）Ｆ色一ｍ】】狛巨。一一ご】『四二口の①二ｍ一目輯（】の』の一四く一・完曾冒亘③串ざ湯⑮（少一狛一の『⑫）三口『呂・
Hosei University Repository
150 
認しておかなければならないのは、一般的に言ってチュニジア人が母語として獲得するのは「チューージァ・アラビア語」とい
う「アーンミーャ」、つまりアラビア語の一地域方言であって、「フスハー」つまり正則アラビア語ないしは古典アラビア語も
フランス語も教育の課程で学習されるという事実である。
なお、この論文の背最になっている大きなテーマ、「ダイグロッシァ」については、Ｃ目『一の②シ・句の愚巨⑫○コの「巨胞］・協旨」
（Ｃ・Ａ・ファーガソン「ダイグロシァ「｜江村裕文訳「ことばのアスペクト」第四号一九九○年）を参照されたい。
ここで②芹のぐ目②氏が報告しているような状況については、訳者自身も一九八○年にチュニスのブルギパ・スクール（チュ
ニス大学付属の現代語学校）に招かれてチュニスを中心に滞在した際の体験と照らし合わせてみても、納得できる点が多々あ
り、読みながらうなづくことが多かった。例えば、ブルギパ・スクールの学生たち、つまりブルギバ。スクールで英語等の各
国語を勉強しているチュニジア人学生たち、との交流の機会など、というのは正式のパーティーのような機会もあれば、授業
と授業の合間の休み時間に、売店で買った菓子パンをかじりミント・ティーを飲みながらの雑談というような機会もあったの
だが、そういう機会に、私は日本という国から来たのだとか日本は地図でいうとこの辺にあるのだとかいった、いわばありき
たりの会話の後に、私はアラビア語を勉強しているのだけれども、チューージァのことをもっと知りたいからチューージァのアー
ンミーャについても勉強したいと言った途端に、いやアーンミーャは学ぶ必要がない、フスハーをきちんと勉強するべきだと
いう反応が返ってきたのには、予想されたこととは言え、ブルギバ・スクールの学生でさえそうなのかという何か割り切れな
いというような思いを感じ、それと同時に、あまりにも話がいわゆる筋書き通りに展開したことに困惑も覚えたことをなっか
しく思い出す。
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